
































































































































































lｉｌｉｉ を知ることができた。で鞍心遮い瓢 エＴはここで次の様に問う；鰻梅確きに霊」』合流礁玄訂 鑿鬘 ことになった。大人が目標を達成できなかったのに対して、学生生徒が目標を達成し得たのは何故なのだろうかと。iｉｉと■￣
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大人には他にも仕事があるし、集めた草も自ら利用できるわけでは無い。まし
て、このような運動に取り組んだとしても戦争に勝てるわけが無いと大人は認識
し、サボったのではないかというのが今村の結論であった。ＬＴは、この卒業論
文に取り組むまでは、戦時下においては国民全てが一所懸命戦争に協力したと認
識していたが、その認識が覆されることになった。一方、学徒が一心に取り組み
成果を上げたのは、学徒動員という「教育」の「成果」であったということに気
づくこととなった。
ＬＴは本卒業論文の執筆を通して、「教育」というものを相対化し、自分なり
に捉えなおすことが出来たと考える。このことは、少々大げさに聞こえるかもし
れないが、歴史像の描き換えを実現したといってもよいだろう。
４Ｋｌ「武士道と現代教育」と学生同士の学び合い
ＫＩの当初の問題関心は、「学校教育で武士道をどう教えるか」ということに
あった。本人もご両親も武道の心得があり、武道をこよなく愛していた。
いじめなど学校教育を取り巻く現状を憂慮し、「卑劣な行為を恥としてとらえ
自分の品性を卑しめるものとした武士道は、現代教育において有効かつ必要」だ
と考え、武士道の内容とその学校教育における有効'性について考察しようとした
のである。新渡戸稲造の『武士道」を主な研究対象としながら卒業論文の執筆を
進め、ゼミで検討を重ねていった。
ある時、ゼミの女子学生がＫＩに次のように質問した。「女性にとっての武士
道は存在したのか？」と。ＫＩはこの質問に即答できず、回答は棚上げされた。
ＫＩがこの質問に答えるまでには長い道のりがあった。この質問に対し、ＫＩ
は卒業論文において次のように答えた。「武士道には致命的な欠点が存在する。
それは、武士道とは別名侍道・男道と置き換えることも可能で、基本的には男`性
中心の思想であることである。武士道全般においては、武士（男性）にとって理
想的な妻（女,性）の在り方は触れられているものの、そのあり方を女,性にまで求
める記述は私の調べたところ存在しなかった。男女平等の現代においてこういっ
た男女差別のある思想は、受容できる人もいれば、できない人も存在するだろう。
むしろ、受容できない人が多いだろう」と。
ＫＩは上の記述に、「この主張は、この論文を検討していく過程で同じゼミ生
である○○氏の『女性にとっての武士道は存在したのか』という質問をされたこ
とがきっかけで発見できた問題点である」と注を付した。彼らが学生同士の学び
合いの中で多角的な観方を獲得して思考を発展させ、お互いを尊敬し合える人間
関係を築いたことは、私にとっても大変嬉しいことであった。
このような過程を経て、Ｋ・Ｉの結論は転換することになる。当初は、「道徳教
育のためにも学校教育に積極的に『武道」を導入すべし」としていたが、「｢武士
道』を道徳教育に位置づけることは出来ない」と変えたのである。結局、卒業論
文のテーマも「武士道と教育」から「武士道と現代教育」へと変更することとなっ
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た。ＫＩの逵巡と探求が生み出したものは、以下に掲げる卒業論文の「おわりに」
によくあらわれている。この結論に対して賛否はあるだろうが、－人の青年が自
ら獲得した思想として尊いと思う。文章としては手を入れたい部分もあったが、
敢えてそうしなかった。
おわりに
私は当初、武士道は今の子どもたちによい影響を与えるものとして教えること
を前提にこの論文を書こうとしていた。しかし、論文を書いていく過程で武士道
というものがいかに暖昧かつ難解なものであるかを、身をもって知った。調べて
いった過程で私が出した結論は、結局のところ武士道とは個人的な美学の域を出
ないということだった。論文を進めていく上で、大局的な見地で武士道をとらえ
ていて、外国からも一定の評価を得ている新渡戸の武士道を中心に扱った。しか
し最終的には、恩想的には価値があるものとは思ったものの、新渡戸個人の武士
道であるという側面がぬぐい切れなかった。
また、第三章の第三節で述べたとおり武士道は男性中心の思想である。男性中
心という価値観は封建社会によく見られる傾向がある。つまり、武士道は封建社
会における道徳であり、現代社会ではおよそ通用しない、あるいは理解しにくい
道徳なのである。そういった意味でも武士道を道徳として教えることはふさわし
くないのかもしれない。
では、今後の道徳教育においては何を中心に扱うべきなのか。私は法律や権利
に関する意識・知識といったものを養うことであると考えている。子ども・大人
関係なく、日本人の法律や権利に対する意識や知識はまだまだ未熟であるように
感じる。民主国家の理想的なあり方は、主体的な意思を持った個人が国家を運営
していくことにある(1)。そのためには、きちんと行使できる権利や守らなければ
ならないルールを理解する必要があるのではないだろうか。
しかし、過去の人間の生き方から学び自らの人生の糧とすることは決して無駄
なことではないとも感じた。このことに関しては、戦乱を生きた武士も今生きて
いる私たちも変わらず有益なものであると断言できる。
武士道を学ぶということは、過去に存在した武士の生き方を通して、自分の生
き方の糧を見出し、各々の武士道を形成していく。それは、決して有害なものば
かりではないと私は考える。少なくとも、私はこの論文を進めていく過程で、武
士の生きざまに触れてきたことで感激していた。この論文で知ったことを今後の
自分の人生の糧とできれば幸いである。
おわりに注
（１）この言葉は田中芳樹箸「銀河英雄伝説（３）雌伏編」東京創元社、2007年
に登場するヤン・ウェンリーという人物の発言である。
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５．Ｗ.Ｋ「学校給食を食育の観点から考える」と新しい視点の獲得
Ｗ、Ｋは、基礎的な作業として学校給食の歴史を概観しようとしていた。その
中で、戦前における学校給食の開始、戦後の学校給食における脱脂粉乳から生乳
への転換等に着目していた。当初は、概説書の記述に依拠して、学校給食開始の
目的を貧困児童救済と認識し、脱脂粉乳から生乳への転換を、食育に至る学校給
食発展史の－コマとして位置づけていた。
概説書を要約して並べるだけでなく、－次資料も参照しつつ卒業論文執筆を進
めるよう指導した。アルバイト等も忙しいようであったが、国立公文書館本館・
分館へも通って一次資料と向き合った。その中で、彼の視点の転換を迫るいくつ
かの資料との出会いがあった．
その一つは、1939年７月１３日文部省文書「学校栄養給食ノ生徒二及ボス影響二
関スル調査実施要綱」および'940年文部省訓令第18号「学校給食奨励規程」であ
る。
後者においては、「小学校児童ノ栄養ヲ改善シ体位ノ向上ヲ期スルハ国民教育
ノ本旨二鑑ミ喫緊ノ要務ナリ」と記し、給食対象を貧困児童のほか栄養不良児、
身体虚弱児にも広げ､学校給食の栄養的な内容の充実を図り、「体位向上」と「保
健ノ確保」を目標として掲げた。しかし、これ以前に文部省は学校給食に関する
ある実験を実施していた。それを示すのが前者の資料である。その内容は以下の
通りである。
_、文部省青年学校を調査学校トシテ栄養給食を実施スルコト
ニ、前項ノ栄養給食ハ本省ノ実施方針二基ツキ適当ナル指導者ヲシテ献立ヲ
作製セシメ文部省食堂ニオイテ調理スルコト
三、栄養給食ハ、一日一回トシ、一食ノ食費ハ14銭トスルコト
四、被給食者ハ１００人トスルコト
五、被給食者二対シテハ、毎月１回身体検査ヲ実施スルコト、但シ身体検査
ノ実施二関シテハ其ノ要綱ヲ別途定ムルコト
六、本調査実施二要スル経費左ノムロシ
3,800円トシ体育研究費及ビ奨励費ヨリ支出スルコト
セ、栄養給食ノ実施期間ハ昭和14年７月１０日ヨリ昭和15年３月31日マデトス
青年学校は、初等教育修了後に中等教育機関に進学せず勤労に従事している青
少年に対して職業実務教育、軍事教練、普通教育の補習を行う場であった。
「給料をもらって生活し、数年後には軍務に就く生徒を対象に栄養給食を実施
して身体検査を行っていたことから貧困児童救済が主な目的ではなかったことが
明らかである。このことから、戦前では貧困児童救済という目的の他に、近未来
における強兵の育成を目的として、学校給食が行われていたと考えられる」との
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結論にＷ、Ｋはたどり着いた。ここで、学校給食の実施には軍事的な要請もあっ
たという新たな視点を獲得することになったのである。
もう一つは、1964年３月30日文部・農林両事務次官通達「学校給食用牛乳供給
事業の実施について」と併せて綴じ込まれていた1964年８月31日「学校給食用牛
乳供給事業実施要項」である。ここでは「わが国酪農の健全な発達を図るととも
に幼児、児童および生徒の体位、体力の向上に資するため、国内産の牛乳を学校
給食用に年間継続して計画的に供給する」という方針を示していた。
Ｗ､Ｋは本要項を、「子どもの成長に合わせて牛乳の供給を考えているわけでは
ない。生乳の需要動向、処理施設の状況など、牛乳市場に合わせて子どもに飲ま
せる量を決めている」ものと分析した。生乳の生産過剰を、学校給食への導入に
よって解決しようという側面に気づくことが出来たのである。
以上の新たな視点の獲得により、教育政策は必ずしも子どもの立場からのみ形
成されるわけではないという認識を獲得し、物事を多面的に観る力を培ったよう
に思う。
まとめにかえて
以上の例にみたように、卒業論文を書くことは、自他と向き合い、思想を自己
形成することだと考える。大学における補習教育が問題となってきているが、中
等教育のやり直しは出来ない。今ある知識と思考力を最大限に発揮して問題に立
ち向かうことこそが大学における学習の柱であるべきだ。その意味で卒業論文の
執筆は大学生活のメイン・イベントと位置付けられよう。
学生にはそのような新たな学習へ向かう勇気と努力を求めたい。どれだけ知ら
ないのかを自己認識しなければならず、また、新たな習‘慣を自己形成しなければ
ならないが、それを支援することが大学教師の役割であろう。
123
